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広がる有償たすけあいサービス広がる有償たすけあいサービス

　地区・校区社会福祉協議会とは、小学校区等の広い対象地域において、「地域や暮らしの困り事が早期に発見・解決
され、住み慣れた地域でその人らしく暮らし続けられる福祉のまちづくり」を目的として活動を推進する団体です。

　有償たすけあいサービスとは、ちょっとした困り事（買い物、草刈り、電球交換等）をあえて有償に設定すること
で、お礼品の準備や授受等の負担を軽減し、住民相互で助け合える環境構築を目的とした取り組みです。
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相塲アツ子　池畑　忠義　井藤　英資　今別府　猛　上畠　菜月　内竹　智子　大丸　誠子　大丸　藏二
折口　雅信　蒲池　和枝　上別府ミドリ　上別府光子　苅野　忠義　仮屋　昭子　川添　貞子　川野　律子
神田　　司　國武　繁子　窪田　好昭　黒木百合子　小出水宣博　小出水數子　小出水テツ子　髙津佐マサ子
小牧　富子　四位　達生　下村真由美　末元　政弘　立野　恵子　立山　純雄・ミエ子　　　田中　郁代
種子田信義　徳田　武志　轟木　久子　西立野クニ　西水流　豊　馬場　えり　林　　　保　林　　政則
藤崎　桐江　藤元チエ子　前田恵美子　松尾　岩男　松ケ迫秋子　松ケ野　博　山下トミ子　山下　香里
横山　明美　吉留てる子　吉丸　恵子　吉脇　辰男　米永　郁夫　渡邉　憲子　匿名希望で27名

「みんなの愛♥」をお届け　コロナに負けんど～　子育て＆生活応援プロジェクト

子どもの成長見守りたい!!　コロナに負けんど～ 子育て応援プロジェクト ご報告
コロナウイルス感染拡大により、様々な影響を受けた方々やひとり親世帯へ

の支援として、食品等寄贈のお願いをしたところ、多くのご寄付をいただきま
した。ご協力に対し心より御礼申し上げるとともに、紙面にてご報告させてい
ただきます。（50音順・敬称略・同意を得た方を掲載）

個人の方々

団体・企業の方々

集まった食品等は、3 月は99世帯、5 月は101世帯へ配ることができました

㈱はまだストアー　　　永田友愛クラブ　　　　　　　　小林市赤十字奉仕団　　陽光の里職員一同
＠pocket（ポケット）　ファミリーマート小林仲町店　　霧島岑神社　　　　　　小林市役所職員一同
社会福祉協議会職員一同

［利用者の声］
食費を削るしかなく本当に助かります。
寄付をしていただいた方々や関係者の方々に感謝で

す。色々なことに負けず子育て頑張ります！（原文抜粋）

こばやし地域見守り応援隊「すみよかネ」こばやし地域見守り応援隊「すみよかネ」
令和２年度 新たに４社と協定締結！
・大浦ドライ　・小林市シルバー人材センター　・㈱ TMco　・小林商工会議所　（敬称略、順不同）
協力事業者一覧
・小林衛生公社　・こばやし農業協同組合　・スーパー新生三文の徳　・すき商工会　・田原商店　・野尻町商工会
・はまだストアー　・南日本デーリィ牛乳いむた販売店　・明治牛乳谷口宅配センター　・明治ミルクセンターコスモス
・メグミルク牛乳押領司販売店　・森永牛乳飯谷販売店　・NPO 法人赤とんぼ　（敬称略、順不同）

この事業は、小林市の民間事業者の協力を得ることで、地域の見守り体制の強化を図り、誰もが安心して暮ら
すことができる地域づくりの実現を目的としています。小林市の民間事業者が、訪問や店頭で「いつもと様子が
違う」など日常の業務内で何らかの異変に気づいたとき、いち早く対応ができる仕組みとなっており、現在17
社の民間事業者より協力をいただいています。

企業の社会貢献活動の紹介企業の社会貢献活動の紹介

［令和２年８月26日］
「小林地区建設業協会女性部」が、

雑巾180 枚を寄贈。社協を通じて、
市内の福祉施設等へお配りしまし
た。

［令和２年12月18日］
「ダイナム宮崎小林店」が＠Pocket

へお菓子を寄贈。
※＠ Pocket は、市内のひとり親家

庭を対象に支援をしている団体。

［令和３年２月１日］
「第一生命保険㈱宮崎支社」が社

協へ車いす３台を寄贈。
社協の福祉用具貸出事業で活用し

ております。

こばやし地域見守り応援隊「すみよかネ」こばやし地域見守り応援隊「すみよかネ」

企業の社会貢献活動の紹介企業の社会貢献活動の紹介
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 ひきこもり講演会開催ひきこもり講演会開催
3 月18日㈭社会福祉センター別館大会議室の会場およびオンラインでの講演会を行いました。
講師には、長年ひきこもり本人や家族の支援に携わり、全国ひきこもり家族会連合会の副理事長として調査

研究も精力的にされている宮崎大学教育学部教授の境泉洋氏と、宮崎市で20年以上家族会の活動を続けている
「宮崎楠の会」代表の植田美紀子氏を招き、様々なきっかけで社会とのつながりが無くなり自宅に閉じこもりが
ちになっている方やその家族に向けた内容でご講義いただきました。家族はもとより、ひきこもりに関心を持っ
ている方の参加も多数いただき、身近な地域課題としての関心の高さを感じ
ました。

ひきこもりはその家庭だけの問題でなく、教育・雇用・介護・医療など様々
な社会の課題が影響しており、ひきこも
りの状態からの回復は、単に本人の意欲
で解決することではなく周囲の理解と支
援が必要です。

家族が元気になり、家族が孤立しない
ことがまずは大事だそうです。講演会を
きっかけに同じ悩みを抱える家族が集ま
る場を開いています。ぜひ参加してみま
せんか。

ひきこもり家族会準備会
日時：毎月第 2 日曜日　13：30～15：30 	 場所：社会福祉センター別館第 1 会議室
対象：ひきこもりご本人、ご家族	 参加費：無料
連絡先：小林市社会福祉協議会　TEL0984-23-3466

宿題お助け塾 !!
12月26日㈯に『宿題お助け塾』を開催しました。

地域ボランティア・学生ボランティアが、参加して
くれた小学生（7名）の冬休みの宿題を手伝ってく
れました。宿題の後は、リース作りも一緒にし、お
互い楽しい時間を過ごしました。

【宿題お助け塾　ボランティア募集】
野尻地区のボランティアを随時募集していますの
で、興味のある方は野尻支所までお問合せください。

（野尻支所　TEL0984-44-1206）

サロン活動、校区社協活
動、e-カフェ運営支援

小林市長寿介護課が
DVD デッキセットを総
合ふるさとセンター内
に設置しています。サ
ロン活動等でご活用ください。

館内での使用に限りますが、
お気軽に須木支所までお声掛
けください。

ドリーム・ジャンボ学園開催 !!ドリーム・ジャンボ学園開催 !!
5 月18日㈫講師の飛田 洋 様（元宮崎県教育長）

と須木中学校をオンラインでつなぎ、ご講話をいた
だきました。新型コロナウイルス感染症予防のため、
学年ごとに教室を分けての受講となりました。

須木
支所

野尻
支所
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令和３年度　事業計画及び当初予算

合計
580,983千円

寄附金収入
4,635千円　0.8%

合計
580,983千円

会費収入
2,549千円　0.4%

経常経費補助金収入
63,552千円　10.9%

受託金収入
157,121千円　27.1%

事業収入
45,628千円　7.9%

収支差額
15,098千円　2.6%

その他の収入
4,051千円　0.7%

受取利息配当金収入
2,363千円　0.4%

積立資産取崩収入
30,241千円　5.2%

障害福祉サービス等事業収入
16,357千円　2.8%

介護保険事業収入
239,388千円　41.2%

予備費支出
3,000千円　0.5%

人件費支出
406,039千円　69.9%

その他の支出
3,657千円　0.6%

積立資産支出
28,029千円　4.8%

固定資産取得支出
7,586千円　1.3%

助成金支出
5,657千円　1.0%

事務費支出
51,740千円　8.9%

事業費支出
75,275千円　13.0%

収入内訳 支出内訳

基本方針
小林市の人口推計では、2040 年において 31,397 人まで減少し、高齢化率は 40.8％まで上昇すると予想され、確実に少子高齢化

が進んでいます。また、支援を必要とする高齢者や障がい者、生活困窮者等が増加するとともに複合化・多様化した地域生活課題も多
く生じています。国においては複合的な課題を抱える世帯等への支援にあたり、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」
という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つ
ながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域共生社会の実現」を目指す方針が示されています。

小林市社会福祉協議会は、社会福祉法人制度改革や地域共生社会の実現に向けた制度改正、令和 2 年度に成立した社会福祉法の改正、
新型コロナウイルス感染症の影響による地域生活課題の変化等を踏まえ、令和 2 年度に策定した第 1 次中長期経営計画を着実に実施
していくことを最重要事項とし、住民主体を軸とした地域福祉推進の中核的な組織として、その役割を最大限に発揮していくことに努
めます。

小林市社会福祉協議会の使命と理念並びに小林市地域福祉計画・地域福祉活動計画の基本目標を具現化するため、3 つの重点項目と
4 つの部門計画を設定、事業所ごとに PDCA を導入し推進します。

１　重点項目
（１）社協・生活支援活動強化方針への取組

国は、「地域共生社会の実現」を今後の福祉改革の基本コンセプトとしています。その具現化に向けた事業・活動の展開の方向性として、
全社協は「社協・生活支援活動強化方針」を提起しています。

小林市社会福祉協議会は、本来の基本的な役割である地域福祉をさらに推進するため、この方針を重点項目として事業展開を行います。
（２）安定した経営と収益改善

安定した経営と収益改善を行うために、補助・委託事業等の委託元との協議、会費や寄付金等の自主財源の確保、介護保険事業・障
がい福祉サービス事業の経営改善を今後の喫緊の課題として取り組みます。

（３）人材育成の強化と処遇適正化
小林市社会福祉協議会が今後も地域に求められる組織として継続し、小林市の地域福祉を着実に推進していくためには、将来を見据

えた職員の採用計画や人材育成が重要です。機能的な組織体制づくりを行い、社協職員として資質の向上と職責に応じた処遇の適正化
を行います。

２　部門計画
（１）法人経営部門

社会福祉法人制度改革に伴うガバナンスの強化、災害対応や不祥事防止等のためのリスク管理、人材確保・育成・定着を進めるため
の高度な人事・労務管理に取り組みます。また、介護報酬改定等の度重なる制度変更に応じ会計を通じて経営実態を把握し、業績評価
と意思決定を行う財務管理等、総合的な企画や各部門間の調整等を行うマネジメント業務を行い経営基盤の確立に努めます。

（２）地域福祉活動推進部門
小林市地域福祉計画・地域福祉活動計画を基本とし、地域福祉を推進する中核機関として、地域住民や地域のあらゆる団体・組織と

協働して地域生活課題を把握し、その解決や地域づくりに向けた取り組みを計画的・総合的に推進するとともに、福祉教育・ボランティ
ア活動を通じた地域住民の主体形成、地域の組織・関係者の協働を図ります。

（３）相談支援・権利擁護部門
一人ひとりの住民が、身近なところで必要な支援を受け、社会とのつながりをもちながら、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう

に支援を行います。複合化・複雑化した課題に的確に対応するために、支援関係機関が連携協働して「断らない」相談を行う体制を構
築します。

（４）介護・生活支援サービス部門
可能な限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、利用者の福祉ニーズにきめ細かく対応し、支援します。また、サー

ビス提供を通じて地域生活課題を把握し、地域福祉活動推進部門や相談支援・権利擁護部門と連携しながら、新たな社会資源やサービ
スを開発するほか、地域住民の福祉活動等と協働する等、包括的な支援体制をめざし社協らしい事業運営を展開します。
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小林市社会福祉協議会使命
『小林市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中核組織として、誰もが住みやすい地域で、尊厳をもって安全で安心して暮らすこ

とができる福祉のまちづくりを、住民参画と協働によって、積極的に推進します。』

小林市社会福祉協議会理念
【住民参画と協働によるお互い様おかげ様の福祉社会づくり】　

住民参画と協働により、お互い様おかげ様の福祉社会づくりを住民主体で実現します。
【利用者本位の福祉サービスと先進的取り組みの推進】　

利用者本位の精神で、地域に根ざし地域に貢献する福祉サービスを提供し、必要な先駆的取り組みも推進します。
【総合相談を課題解決志向で支援】

地域の多様な福祉課題・生活課題について、総合的に相談を受け付け、分野を超えて解決できる、課題解決志向の社会福祉協議会を
目指します。

小林市地域福祉計画・地域福祉活動計画基本目標（平成 29 年度～令和 3 年度）
１．分野を超えた総合的な相談支援体制づくり
２．地域のネットワークで課題を解決できる地域づくり
３．地域の中で孤立せず住み慣れた地域で支援を受けられる地域づくり
４．地域の中で支え合いのための担い手とサービスづくり
５．身近な地域ごとの住民を主体にした助け合いの協議と解決の場づくり

地域福祉事業の推進
法人運営事業	 予算額 112,616千円
法人運営費

理事会・評議員会運営、本所・支所運営
福祉総合相談事業

相談業務の機能を集約し、高齢者、障がい者、児童、生活困窮者、権利擁護など、制度では
対応しづらい福祉課題も含めて包括的な相談支援体制を構築します。
弁護士相談事業 (年 34回 )

弁護士による無料法律相談を行います。( 相談者一人当たり 30 分 )
福祉バスの運行

地域福祉を推進する福祉関係団体等が、研修会、講習会等を実施するのに交通手段としてバ
ス (41人乗り ) を貸し出します。
福祉用具・福祉車両無料貸出

[ 福祉用具 ]
身体の機能が低下し、 在宅での日常生活を営むのに支障がある高齢者や、障がい者に福祉用
具 ( ベッド・車いす等 ) を無料で貸し出します。

[ 福祉車両 ]
在宅での生活で、自立歩行が困難な方の通院の交通手段として利用するために、車いすの
まま乗用できる車を無料で貸し出します。

福祉活動物品の貸出
地域福祉の充実強化を図るために、ボランティア団体や自治会、友愛クラブや障がい者団体
などに福祉活動物品を無料で貸し出します。
地域福祉活動計画
『地域や暮らしのこまり事が早期に発見・解決され、住み慣れた地域でその人らしく、暮らし
続けられる福祉のまちづくり』を基本理念とし、地域福祉の推進をおこなっていきます。ま
た、 推進体制の整備と計画の周知及び進行管理、評価・見直しを行っていきます。そのための
地区別福祉座談会及び、検討部会を開催致します。
会議室の貸出

地域交流の場として、会議室を 8 時から 21 時まで貸し出します。
いきいきサロン助成

いきいきサロン団体に助成を行います。
地域見守り応援活動推進事業

高齢者や障がい者、児童など支援が必要と思われる方への見守り活動を、民間業者の協力を
得ることで更なる推進を図ります。
社会福祉法人連絡会

市内の社会福祉法人が分野を超え連携し、地域の福祉課題解決についての協議や研修を行い
ます。
みやざき安心セーフティネット事業

社会福祉法人の社会貢献の取り組みとして、生活困窮者等の自立を支援することを目的に、
関係機関で連携・協働しながら総合生活相談事業や経済的援助を行います。

地域福祉推進事業	 予算額 3,937千円
校区地区社協

小学校区などの広い対象地域において、その地域で生活している人々が自らの参加により、 地
域福祉活動を行い、誰もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくりを、 地域住民自らが自
主的に実践するために結成された組織です。世代間交流や防犯活動、 敬老大会、一人暮らし高齢
者食事会、見守り活動などを支援します。( 小林市補助事業 )
いきいきサロン

公民館など、 歩いていける身近な対象地域において、地域に住む人たちの出会いの場、 交流の
場、 仲間づくりの場として結成された組織です。楽しみながら行うのが特徴で、 実施するのも、 
楽しむのも、 地域の方々です。閉じこもり防止、 介護予防、 健康増進など小地域で支えあう地域
福祉事業の自主的な活動を支援します。( 小林市委託事業 )

ボランティアセンター活動事業	 予算額 1,510千円
ボランティアセンター

ボランティア活動に関する相談や斡旋、ボランティア団体の活性化・連携のための支援を行いま
す。
福祉バザー

市内の福祉団体や、ボランティア団体が出店し、「お互いに助け合う、心豊かな福祉のまちづくり」
を展開するために、フリーマーケット方式で実施します。
ボランティア体験事業

ボランティア活動に対する関心を広く喚起することを目的とし、ボランティアを体験できる機会
を提供します。
家庭訪問型子育て支援ホームスタート

育児に悩む世帯に対してボランティアが訪問し、傾聴を行います。そのための職員の養成研修、
ボランティアの養成講座を生活支援コーディネーターと連携して行います。
福祉教育事業

福祉に対する理解を深め、住民の福祉活動への参加を促進するため、学校及び地域での普及・啓
発活動を行います。
災害ボランティアセンター設置準備

災害ボランティアセンターを設置・運営するための研修及び備品の購入を行います。

日常生活自立支援事業	 予算額 4,446千円
日常生活に不安を抱えている高齢者・認知症高齢者・知的障がいのある方・精神に障がいのあ

る方の福祉サービスの手続きや日常的な金銭管理のお手伝いを専門員・生活支援員が行うことに
より地域の中で安心して生活できるよう支援します。（宮崎県社協委託事業）

成年後見センターこばやし	 予算額 11,451千円
高齢者や障がい者の意思能力や生活状況に応じて成年後見制度を活用し、財産管理や身上監護

を中心とする権利擁護サービスを提供します。

緊急資金貸付事業	 予算額 1,500千円
市内在住の方に対し、緊急出費により生活費が不足した場合等に、限度額５万円とし無利息で

貸付を行います。

生活福祉資金貸付事業	 予算額 512千円
低所得者、障がい者世帯、高齢者世帯に対し、在宅福祉、社会参加の促進を図り、安定した生

活を送れるようにすることを目的に貸付を行います。（宮崎県社協委託事業）

介護職員初任者研修事業	 予算額 630千円
高齢者や障がい者が、住み慣れた地域で安心して生活できる地域づくりを推進するため、介護

に必要な知識・技術を持ち、地域社会に貢献できる介護職員を養成することを目的として研修を
実施します。

生活支援体制整備事業	 予算額 3,807千円
生活支援コーディネーターを配置し、生活支援サービスの開発やその担い手を養成・発掘など

の地域資源の開発やネットワーク化を進めていきます。

指定管理事業・受託事業
事業 予算額（千円）

小林市生活自立相談支援センター受託事業 19,020
野尻町保健福祉センター受託事業 6,516
小林第二在宅介護支援センター受託事業 4,080
野尻在宅介護支援センター受託事業 4,085
西部いろり村受託事業 216
小林高齢者給食センター受託事業 57,130
野尻高齢者給食センター受託事業 24,189
小林市地域包括支援センター受託事業 95,547

介護保険等事業
事業 予算額（千円）

居宅介護支援事業 29,576
小林訪問介護事業 18,597
須木訪問介護事業 14,268
訪問入浴介護事業 8,038
望峰の里デイサービス事業 49,661
みどりの丘デイサービス事業 20,476
パワリハ倶楽部事業 30,141
小規模多機能ホーム茶のん村事業 63,619
障害者相談支援事業 1,860
小林障害者居宅介護等事業 9,742
須木障害者居宅介護等事業 4,596
障害者訪問入浴サービス事業 1,265
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赤い羽根 共 同 募 金
小林市共同募金委員会

令和２年度募金総額

9,631,164 円
赤い羽根共同募金運動に、多くの方々から多大なご協力をいただき誠に

ありがとうございました。
コロナ禍、みなさまからの「人を思う愛♡」をさらに深く感じる一年と

なりました。
戸別募金をはじめ法人や学校など、ご協力いただきました皆さまに心よ

りお礼申し上げます。

戸別募金　　　　　一般：5,060,825円　　歳末：1,573,000円
小林市内のすべての区（区長に取りまとめていただきました）

個人募金　　　　　一般：818,009円　　　歳末：177,096円
有 水 睦 治 有　馬　千鶴子 後　野　芙美子 井 口 　 進 池 田 一 郎 市 原 良 雄 井田口　イツ子
上 原 守 義 上 原 裕 子 上 野 博 文 上 野 好 美 内 田 一 義 宇 都 暁 美 大 丸 誠 子
鬼 目 明 郎 折 口 雅 信 片　野　ナミエ 加 藤 利 男 加 藤 教 昭 川 越 一 喜 河　野　のり子
川 野 律 子 神 田 キ エ 京 保 静 雄 木　村　まち子 京 保 静 雄 倉 田 富 夫 倉 田 玲 子　　　　
栗 屋 鈴 子 黒沢津　加　代 高 妻 忠 邦 小 薗 仁 志 小 牧 達 美 崎 山 悦 子 下 園 玉 子　　　　
酒 匂 寛 昭 髙 崎 市 雄 髙 野 良 文 田 中 吉 子 種子田　與　市 種子田　洋　治 田 原 勝 人　　　　
佃 田 順 子 徳　留　美代子 轟 木 久 子 泊　　　トヨ子 冨 満 哲 夫 中 川 洋 一 中 島 興 子　　　　
中 島 俊 子 中 島 信 行 永 田 睦 男 永　野　ミツギ 中屋敷　文　子 西立野　ク　ニ 沼 田 永 子　　　　
能 勢 　 誠 原　田　カスミ 東木場　和　子 鸙 野 ヤ エ 藤 崎 桐 江 福 崎 敏 子 福澤 斌・伸子　　　　
二 見 　 厚 前　田　トミ子 前 田 裕 子 松　下　千代子 松　本　ルリ子 丸 田 宏 子 宮　窪　トシ子　　　　
向 井 勝 子 安 影 シ キ 安 田 進 二 柳 原 崇 成 山 口 光 子 山　下　まりな 山　元　アキ子　　　　
山 元 末 孝 吉 丸 政 志 山 元 　 学 龍 神 豊 美 和 田 京 子 他 ４ 名 の 方 々

街頭募金　　　　　一般：353,332円　　　歳末：91,920円
コープみやざき小林店 サンキュー小林店 トライアル小林店 プラッセだいわ小林店 松栄西町店 松栄堤町店 マルミヤ
（協力団体）　

民生委員児童委員協議会 ボランティア連絡協議会 社会福祉協議会理事会 共同募金助成団体 ガールスカウト宮崎県連盟第14団

学校募金　　　　　一般：62,796 円　　　歳末：72:671 円
小林市内の小・中学校13校

法人募金　　　　　一般：306,738 円　　　歳末：41,802 円
アクティヴ情報システム	 阿部歯科医院	 アルス㈱	 井口商事㈱	 内田インテリア	 内田電気工事店
内村病院	 大坪歯科医院	 お菓子の国たんぽぽ	 折口商店	 ㈱緒方組	 ㈱三共
㈱パシフィックシステム	 ㈱宮崎ヒューマンサービス	 河野産業	 北原歯科医院	 九州グンゼ㈱宮崎工場	 きりしまの園
蔵元動物病院	 桑原記念病院	 児玉商事株式会社	 小林中央眼科	 坂口建設㈱	 三栄住宅総合設備
須木歯科診療所	 すき酒造㈱	 すきむらんど	 立山整形外科医院	 特別養護老人ホーム美穂の里	 なのはな法律事務所    
庭 NAKAGAWA	 日通セキュリティーシステム㈱	 野口板金工業㈱	 野尻運輸㈱	 鳩宿精肉店	 BX ルーテス㈱
ファミリーショップたじり	 柊山医院	 外薗鮮魚精肉店	 堀添電気管理事務所	 前田産業株式会社	 前田内科医院
槇内視鏡内科医院	 ミスタータイヤマン吉薗	 宮崎酒井物産㈱小林営業所	 ㈲井上新建材	 ㈲エイチ・エー坂尾薬局	 ㈲大浦
㈲南九商会	 ㈲藤丸食品	 ㈲松下石油	 ㈲宮内葬儀社	 ㈲村田産業	 ㈲山下事務機
㈲吉村建材	 吉行産業グループ	 他１企業

職域募金　　　　　一般：478,965 円　　　歳末：594,002 円
小林市内友愛クラブ42団体 愛の訪問ボランティアコスモス会 今別府いきいきサロン 北西一区友愛会
小林市赤十字奉仕団 小林市民生委員児童委員協議会 小林市役所　職員一同 小林市立図書館　職員一同　　　　
花みずきの会 県南地区里親会 小林地区更生保護女性会 手話講習会一同　　　
シルバー人材センター野尻支所 募金箱（46ヶ所に設置） 小林市社会福祉協議会職員互助会

その他の募金　　　　一般：８円
預 金 利 息

（順不同・敬称略）
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赤い羽根共同募金（一般）の流れ　小林市を良くするしくみ赤い羽根共同募金（一般）の流れ　小林市を良くするしくみ

たくさんのご協力をいただき、ありがとうございましたたくさんのご協力をいただき、ありがとうございました

宮崎県内で宮崎県内で
約約 33 割割

小林市内で小林市内で
約約 77 割割

送
金

助
成

県共同募金会

毎年、たくさんの方々の
ご協力により、募金活動
を実施しています。

お預かりした募金は
宮崎県共同募金会に
送金します。

送金した募金は、総額の約３割が県内の福祉関係に助
成され、残りの約７割は「小林市を良くするしくみ」
として、小林市の福祉関係に助成されます。

赤い羽根共同募金（一般）　7,080,673 円
令和 3 年度のさまざまな福祉活動に活用されます
【高齢者福祉のために】　1,358,000 円 
　・いきいきサロンへの活動助成　・高齢者の見守り活動等　　　
【支援が必要な方、また支援活動をする方のために】1,383,200 円
　・障がい者などの団体、ボランティアなどの団体へ活動助成　
【地域の全ての人のために】　2,127,473 円　
　・地域の福祉活動（校区、地区社協）への助成　・福祉バスの運行
　・福祉用具の無料貸出　・火事など災害に遭われた方への支援
【宮崎県の福祉活動のために】　2,212,000 円
　・県全域で活動する福祉団体への助成
　・災害時のための積立　など

歳末たすけあい募金
2,550,491 円

令和 2 年度のさまざまな福祉活動に活用さ
れました
【子どものために】　1,217,320 円
　・令和 2 年度新入学児童生徒への入学準
　　備支援
　・両親がいない子どもへの支援
【高齢者のために】　76,000 円
　・在宅で長期寝たきりの方などへの支援
【地域の全ての人のために】　1,257,171 円

※歳末たすけあい募金は、全額小林市で使われます。

感 謝
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■本所（社会福祉センター本館）
・地域福祉係・ボランティアセンター
・小林市共同募金委員会・総務係　☎ 23-3466
・相談支援係・障がい者相談支援事業所　☎ 27-3277
■成年後見センターこばやし
・あんしんサポートセンター　☎ 23-5172
■小林市生活自立相談支援センター　☎ 23-0338

■みどりの丘デイサービスセンター　☎ 23-8856
・通所介護・訪問入浴介護
■介護センター（社会福祉センター別館）
・居宅介護支援事業所　☎ 23-5588
・訪問介護事業所　☎ 27-3733
■シルバーランド望峰の里　☎ 27-1000
・デイサービスセンター
・小林高齢者給食センター

■小林第二在宅介護支援センター　☎ 27-2552
■小規模多機能ホーム茶のん村　☎ 23-1212
■小林市地域包括支援センター　☎ 25-0707
■須木支所　☎ 48-2073
・訪問介護事業所・パワリハ倶楽部
■野尻支所　☎ 44-1206
・高齢者給食センター
・野尻在宅介護支援センター

あなたの福祉のパートナー　　　小林市社会福祉協議会
〒886-0004　小林市細野367番地 1　kobayashi-syakyo@wish.ocn.ne.jp

ホームページ：http://kobayashi-syakyo.jimdo.com/

福 祉 の 相 談 窓 口 いつでも
ご連絡ください

社会福祉協議会では、総合相談窓口を開設し、福祉に関わる困りごとの相談に応じています。また、制度の狭間にある困りごとや、
どこに相談したらよいかわからない困りごとについても、まずは受け止めて対応させていただいています。（電話・来所・訪問）

場所 　小林市社会福祉センター本館　 電話 　地域福祉課相談支援係　☎ 27-3277
無料法律（弁護士）相談　要予約 1 人 30 分まで
土地、金銭、家庭問題など、法律に関する相談に弁護士が
無料で対応します。

07 月	20 日㈫　野尻　　　09 月	28 日㈫　小林
	 27 日㈫　小林　　　10 月	12 日㈫　小林
08 月	10 日㈫　小林　　　	 26 日㈫　小林
	 12 日㈭　須木　　　11 月	09 日㈫　小林
	 24 日㈫　小林　　　	 11 日㈭　須木
09 月	14 日㈫　小林　　　	 16 日㈫　野尻
	 21 日㈫　野尻　　　	 23 日㈫　小林

相談会場
小林 ･･･ 小林市社会福祉センター　　TEL27-3277
須木 ･･･ 須木総合ふるさとセンター　TEL48-2073
野尻 ･･･ 野尻町保健福祉センター　　TEL44-1206
実施時間　13：30 ～ 16：30（いずれの会場も同じ）

SNS 福祉まるごと相談
社会福祉協議会のホームページから相談窓口に登録する
SNS を使った相談です。学生からシニア世代まで、自分
のこと、家族のこと、福祉に関わる悩み事や困りごとをご
相談ください。
対応時間
月～金 9：00 ～ 16：00（投稿は24時間可能）

http://kobayashi-syakyo.jimdo.com/
小林市社協

会費・寄付金のご協力
ありがとうございます！

　皆様からご協力いただいた会費・寄付金は、地域
福祉活動のために、いきいきサロンの助成や無料弁
護士相談などに活用させていただいております。

令和２年度実績額
忌明寄付金　　4,033,000 円
一般寄付金　　1,589,937 円
社協会費　　　2,608,940 円

○社協はどのような財源で運営されているの？
　小林市社協は、皆様からいただいております会費、
寄付金、共同募金配分金等の「民間財源」、補助金、
委託費、指定管理料等の「公費財源」、介護報酬等
の「事業収入財源」を財源とし運営しています。

小林こすもすライオンズクラブから寄付
小林こすもすライオンズク
ラブから「福祉事業に役立
ててください」と寄付金を
いただきました。地域住民
のために活用させていただ
きます。

小林ライオンズクラブから寄付
小林ライオンズクラブから

「青少年育成のために」と
寄付金をいただきました。
小林市の青少年のために活
用させていただきます。

小林青果市場と東陽自動車から寄付
小林青果市場と東陽自動車から「福祉のために」と
寄付金をいただきました。地域住民のために活用さ
せていただきます。
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